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      令 和 ４ (2022) 年 度  学 校 経 営 計 画  

瑞穂町立瑞穂中学校長 池谷  芳彦 

１．はじめに 

瑞穂中学校は、昭和２２年に開校し、今年度創立７６年目となる学校である。この間に多くの教

職員の教育に対する熱意とたゆまぬ努力により学校教育の充実が図られ、伝統ある教育活動が推進

されてきた。その結果、令和４年３月までに１７，４０７名の卒業生が世の中に輩出され、学生・

社会人として活躍している。教職員の熱意と努力に敬意を表するとともに、伝統を受け継ぎ、生徒

一人一人を大切にした教育活動を推進し、よりよい学校づくりを目指していきたい。 

学校は、日本国憲法・教育基本法・学習指導要領などの諸法規に則り、東京都や瑞穂町教育委員

会の教育目標を受け、自校の教育目標を達成するために機能する組織体である。同時に学校では、

経済・社会のグローバル化、情報技術革命、地球環境問題、少子高齢化、災害に対する防災のあり

方など、時代の変化や社会の様々な課題等に主体的に対応し、絶えずそのあり方を見直しながら、

持続可能な未来社会を担う人間を育成する教育を進めることが重要である。 

時代の変化に伴い価値観も多様化し、地域や保護者からの学校に対する期待や要望は幅広くなっ

ている。これらの期待や要望に応え得る学校となるためには、教職員一人一人の研鑽と共通理解や

共通実践が求められる。このことを踏まえ、すべての教職員が、それぞれの個性や能力、専門性を

活かし、経営参画意識を高め、各分掌主任や学年主任等が中心となり、常に報告・連絡・相談・記

録を大切にし、組織体として機能する学校を創造することが大切である。 

また、この度の新型コロナウイルス感染症には、学校として可能な対応を適切に行い、まん延防

止に努める。医療関係者や政治家にも先が読めない困難な状況下にあっても、生徒・教職員の健康

を守りながら、できるだけ質の高い学習機会を確保していく。 

以上、本校の教育目標を達成するため、一人一人の教職員がその職責を自覚し、全教職員が協力

し合う「チーム瑞中」として、それぞれが切磋琢磨しながら職務に専念する。さらに、学校教育の

限界を生徒指導の限界とせず、専門性や経験を有する人材、関係機関との連携を図り、働き方改革

を踏まえ、教師が授業に専念しやすい「チーム学校」を目指す。 

 

２．学校経営の基本 

◎ ①反転授業の導入による授業改善、②放課後学習教室の開催・補習指導、③保護者と連携した

家庭学習の定着、④ＯＪＴによる指導力向上 を推進し、生徒の学力向上につなげる。 

◎  オンライン学習・授業を工夫・実践し、生徒の学力向上、教師の授業力向上を図る。  

◎ 防災教育を取り入れ、いのちを大切にし、ふるさとを守る生徒を育成する。  

ふるさと学習「みずほ学（そら学 ）」 を推進する。 

○ あらゆる教育活動の中で人権教育の視点に立った指導を実践し、人権意識の高揚を目指す指導

を重視しながら「特別の教科 道徳」に取り組み、適正に評価する。 

○ 生活指導の充実（人権尊重の精神、信頼関係を重視した指導、基本的生活習慣の定着、いじめ 

の根絶、非行の根絶、授業規律の徹底、生徒会活動や部活動の活性化、ルールやマナー・交通安 

全意識の高揚、関係機関や地域・家庭との連携の強化、ストップ２２の推進 ）。  

○ 進路指導の充実（生徒自ら自己の将来を見据え、夢や希望を目標にした進路指導、総合的な学

習の時間の活用、職場体験の充実、上級学校訪問や体験学習、職業安定所との連携、卒業生や講

師を招聘した学習会の実施、地域・保護者との連携、ＰＴＡと連携した進路説明会の実施 ）。  

○ 特別支援教育の充実（組織的な指導・支援体制の構築、早期発見・早期対応、生徒理解と情報

の共有化、関係機関等と連携を通して不登校生徒を増やさない努力を継続する ）。  
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○ 保護者・地域・小学校との連携（学校運営連絡協議会・学校関係者評価や第三者評価・学校保

健委員会等の実施と意見や評価の活用、地域活動やＰＴＡ活動への積極的な参加と連携・協力、

小学校との連携 ）。 コロナ禍の中、感染防止の観点からリモートで連携する。 

〇 地域学校協働本部を立ち上げる。 

○ オリンピック・パラリンピック教育の継続。 

○ 服務の厳正（体罰、交通事故、情報の漏えい等の防止、校内研修等による意識改革 ）。  

 

３．学校の教育目標  

「 心 身 と も に 健 や か な 中 学 生 」  

～持続可能な社会の形成者の育成を目指して～  

・自学（自ら学ぶ）・忠恕（思いやる心）・正義（正しい行動） 

４．めざす学校像 

   「笑顔あふれる学校」 

・共に学び合える学校 

○生徒が誇りと自信のもてる学校 

・保護者、地域に信頼される学校 

・教職員自身が、自分の子供を通わせたくなるような学校 

 

５．めざす生徒像 

「自ら学ぶ生徒」 

・思いやる心をもつ生徒 

・根気強く、たくましい生徒 

・誠実で、正義感にあふれる生徒 

○自らを律し、他者と協調できる生徒 

 

６．めざす教師像 

・いつも前向きで向上心をもつ教師 

○生徒のよさや可能性を引き出す教師 

・教育公務員としての自覚をもつ教師 

・学校を愛し、生徒一人一人を大切にする教師 

 

７．中期的な経営目標と方策 

(1) 学力向上 

  反転授業を導入した授業改善を推進し、生徒の学力向上を図る。放課後学習教室を開催する。

補習指導を継続する。保護者と連携した家庭学習の定着を図る。小学校と連携し、基礎的・ 

基本的な学習内容の定着と学習の習慣化を図る。 

(2) 健康・体力づくり 

  生涯にわたる健康な身体づくりに向けて、生活習慣の確立を図る。オリンピック・パラリンピ

ック教育の継続をはじめ、部活動や地域スポーツを通して生徒が進んで体力づくりに取り組むよ

う指導の充実を図る。 

(3) 人権教育・道徳教育の充実 

豊かな人間性を培うため、これまでの研究成果を活かし、全教育活動を通して人権教育の充実

を図る。「特別の教科 道徳」を実施し、適正に評価する。 
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(4) 特別支援教育の充実 

生徒・保護者のニーズを踏まえて、個に応じた指導・支援の充実、交流及び、共同学習を実施

し、特別支援教育の充実を図り、校内で可能なインクルーシブ教育を推進する。 

(5) 生活指導の充実 

人権尊重の精神を生活指導の基本に置き、規範意識の醸成及び、社会性の育成を図る。また、

生命の尊重を理解し、かけがえのない自他の生命を尊重する態度を育成する。 

(6) 部活動のあり方の改革 

「働き方改革」を踏まえ、文化部、運動部ともに整理し、外部指導への移行を目指し、 

「地域運営型部活動」を構築していく。 

(7) 研究・研修の積極的な取組 

研修・研鑽に励み、指導・評価方法の改善を進め、教科指導、生活指導、道徳教育等の充実を

図る。教職員自ら人権感覚を磨くとともに、生徒の人権意識の高揚を図る。 

(8) 家庭・地域・小学校・中学校・高校との連携 

 地域学校協働本部を立ち上げる。保護者・地域・小学校・中学校・高校との連携・協力と信頼

関係の構築を図る。また、生徒の様々な体験活動を通して、瑞穂町の伝統・文化・産業を学びな

がら郷土愛を深め、「みずほ学（そら学 ）」 を推進する。 

(9) 学校の働き方改革の推進 

   機能的な経営体制を確立し、教員の退勤時刻を早め、「チーム瑞中」として分掌や学年の組織

力を向上させ、家庭や地域から信頼される「内」「外」に開かれた学校づくりに取り組む。 

   安心・安全で、対話のできるウェルビーイング（ well-being ）な職場をつくる。 

 (10) 町施設の活用・連携 

   改装された瑞穂町図書館をはじめ、ふれあいセンター等、町の施設を有効活用する。  

 

８．今年度の具体的な取組   

(1) 学力向上 

 ① 学力向上 

ア 反転授業を導入した授業改善を推進し、生徒の学力向上を図る。 

イ 放課後学習教室を開催する。 

ウ 補習指導を継続し、保護者と連携した家庭学習の定着を図る。 

エ 小学校と連携し、基礎的・基本的な学習内容の定着と学習の習慣化を図る。  

② 基礎・基本の徹底 

ア 学力向上推進計画・学校評価・学力調査等の結果に基づいた授業の実践と改善を図る。 

イ 思考させ、表現させる授業への改善・工夫を行い、学習意欲の向上を図る。 

ウ 地域学校協働本部と連携した放課後学習・長期休業補習を実施する。 

エ 教育支援補助員や家庭と子供の支援員等と効果的に連携する。 

オ 教師としての資質や能力を高めるためのＯＪＴを進める。 

③ 家庭学習の充実 

ア 家庭学習の習慣化を図る（定期試験（考査）の活用・家庭学習計画の作成 ）。  

イ 小学校と連携し、基礎・基本の徹底と学習習慣の定着を図る。 

ウ 宿題を通して、保護者と連携・協力し、家庭学習を習慣化する。 

エ 質問教室を計画的に実施する。 

オ ストップ２２・ＳＮＳ東京ルールを推進し、生活のリズムを正し、家庭での学習時間を確保する。 
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④ 少人数指導の充実（数学・英語） 

ア 東京方式習熟度別指導ガイドラインに基づいた少人数指導を進める。 

イ 指導計画に沿った指導を実施する。 

ウ 生徒の実態に応じた教材等の工夫を進める。 

エ 教科担当教員が役割分担・連携を図り指導を進める。 

  ⑤ 総合的な学習の時間の充実 

ア 課題解決的な学習形態の指導を進めながら、「みずほ学（そら学 ）」 を実施する。 

イ 地域の教育力を活用し、地域に対する興味・関心を高める。 

ウ 伝統・文化・産業・人権・生と性・福祉・環境・国際理解など地域の特性を活かした指導

を進める。 

エ 情報通信技術等の活用を図り、学び方の指導を充実させる。 

⑥ キャリア教育、朝読書の充実 

ア 計画に基づいた授業の実践と、学校評価・学力調査等の結果に基づいた改善を図る。 

イ 職場体験を５日間実施する。 

ウ 落ち着いて読書に集中する指導を実践する。 

エ 生徒一人当たり、最低でも年間１０冊以上読ませる。 

  ⑦ 研究推進 

ア 昨年度のコンサルティング企業と連携した反転改善の推進と生徒の学力向上についての研

究成果を生かす。 

 

(2) 健康・体力づくり 

ア スポーツテストの結果を体力向上に生かす。 

イ 発達段階に応じたスポーツテストの結果を保健体育の指導に生かす。 

ウ 保健指導に基づき、望ましい生活習慣の確立（早寝・早起き・朝ごはん、適度な栄養・睡

眠・運動等）に向けた指導を実施する（学力調査結果の活用 ）。  

エ 指導計画に基づき、喫煙防止・薬物乱用防止教育等を実施する。 

オ 健康保持・増進や体力向上等に興味・関心を抱く指導を進め、食育の指導計画をつくる。 

 

(3) 人権教育・道徳教育の充実 

ア 人権教育の視点に立った教育活動（教科・道徳・特別活動等）を推進し、教職員の人権感

覚を磨くとともに、個別的な人権課題や普遍的な人権課題を教科や道徳の授業を通して実践

し、生徒の人権意識の高揚を図る。「みずほあったか先生」を実践する。 

イ 道徳の授業では、「特別の教科 道徳」の実施に当たり、年間３５時間の授業の中で、２

２の内容項目を計画的に実施し、適切に評価していく。 

ウ 「人権教育プログラム」の活用や「東京都道徳教育教材集」等の教材を計画的・効果的に

活用し授業を実施する。 

エ 家庭・地域との連携・協力し、講演会や道徳授業地区公開講座の充実を図る。 

 

(4) 特別支援教育の充実 

ア 生徒理解に努め、個別支援計画・個別指導計画を作成し、個に応じた指導を進める。 

   イ 特別支援学級や特別支援教室の巡回指導と連携し、行事や教科学習等を通じて、通常の学

級との積極的な交流及び、共同学習を進め、校内で可能なインクルーシブ教育を推進する。 

ウ 校内委員会を定期的に開催し、生徒理解や指導法の理解を深める。 

エ 保護者・関係機関とスムーズな連携を図り、効果的な支援を進める。  
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(5) 生活指導の充実 

  ①   基本的生活習慣の確立 

ア あいさつ・服装・踵踏み・下駄箱への靴入れ等の基本的な生活習慣の指導徹底を図る。 

イ 登校時・授業開始時の遅刻防止の指導徹底を図る。 

ウ 清掃用具の整頓、破損防止も含め、清掃指導の徹底を図る。 

エ 家庭との連携・協力を図り、スムーズに指導を進める。 

オ 自転車安全利用五則を周知し、ヘルメット着用の指導を徹底する。 

② 授業規律の確立 （「 瑞穂中学校授業規律」の徹底） 

ア 始業・終業時のあいさつを実践する。 

イ 私語や立ち歩きのないよう指導する。 

ウ 教材・筆記用具等の忘れ物指導を徹底する。 

エ 宿題や提出物を期限までに提出する指導を徹底する。 

③ いじめ・不登校の早期発見・防止 

ア 人権教育の視点を重視し、学期１回の「いじめアンケート」による実態把捉に努める。 

イ 欠席が長期に渡る生徒について、月１回の調査票提出、月２回の家庭訪問（プリント配布）

により、実態を的確に把握し、信頼関係の構築に努める。 

ウ 教育相談委員会を週１回定期的に開き、教員間の共通理解を図り組織的な対応に努める。 

エ 不登校生徒対応では、行事等の欠席数０を目指し、学年・全校体制で取り組む。 

④ 安全指導・教育相談 

ア 薬物乱用防止教室、セーフティ教室、交通安全指導教室等の開催や自転車のヘルメット着

用の指導を徹底する。 

イ 情報モラルの指導をはじめ、避難訓練の充実等、安全指導計画に従った指導を進める。 

ウ 生徒理解と情報の共有化を進め、担任のみならず、教職員が連携した教育相談を実施する。 

 

(6) 部活動指導 

  ア 瑞穂町教育委員会部活動基本方針に則り活動し、全教員で顧問を分担する。 

イ 現状の活動を優先し、異動等により顧問が設定できない部活動は整理・縮小する。  

ウ 二中と連携し、合同チームを編成する。 

（例えば、野球部は瑞中、サッカー部は二中など 。）  

エ 部活動指導員（会計年度任用職員）を導入し、「地域運営型部活動」を構築する。 

 

(7) 研修・研究の積極的な取組 

ア 道徳教育充実拠点校としての成果を活かし、「特別の教科 道徳」を実施する。 

イ 研究推進校の成果を活かし、授業改善、補充学習、家庭学習を継承し、充実させる。  

ウ 芝生化された校庭を活かし、体力向上、スポーツに親しむ態度や意欲向上を目指す。 

エ ＯＪＴを通して、校内の諸課題の改善や目標の達成に向けた取組を推進する。 

オ 体罰・セクハラ・個人情報の紛失・交通事故等の服務事故防止に努める。 

カ 校内外の研修に積極的に参加（一人一研修以上）し、教師としての研究・研鑽を積む。 

 

(8) 家庭・地域・小学校・中学校・高校との連携 

  ア 地域学校協働本部を立ち上げる。 

イ ふるさと学習「みずほ学（そら学 ）」 を通して、家庭・地域・学校との連携を図る。 

ウ アナログ通信として、月１回以上、学校だより、学年だより、学級だより、生活指導だよ

り、進路だより、保健だより等を発行するとともに、校内掲示を充実させる。 

エ 各学期に学校公開週間を設け、授業等を積極的に公開する。 
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オ 学校ホームページを活用し、学校の教育情報を適切に公開・発信する。  

カ 小学校・二中・瑞穂農芸高校との連携を図り、学習指導・生活指導を進める。 

キ 教員や生徒が、ＰＴＡ活動に積極的に参加する。 

ク ＰＴＡ役員と連携し、地域懇談会を開催する。 

ケ 地域学校協働本部会、運営連絡協議会・学校関係者評価委員会、第三者評価委員会、学校

保健委員会、学校サポートチーム会議（随時）を開催し、その意見や評価等を活用すること

で、学校経営や運営のあり方を見直す。 

 

(9) 学校の働き方改革の推進 

  ① 具現化 

   ア 教職員の在校時間を短縮するため、仕事の効率化を進め、一斉退勤時刻を１７時とし、部 

活動以外で１７時以降に残る場合は、その理由を記録する。 

イ 校内研究推進委員会を機能的に運営し、生徒の学力向上と教師の授業力向上を目指した組 

織的研究を推進する。 

ウ 経営計画に基づいた分掌運営、学年運営を進め、教育活動を効果的・効率的に実践する。 

エ 東京都オリンピック教育推進校の実績を活かし、オリンピック・パラリンピックやスポー

ツに対する興味・関心を高めるとともに、生徒の体力向上や健康保持増進を目指す。 

オ 校庭の芝生について、効果的活用を目指し、地域やＰＴＡとの協力や支援を得ながら、組

織的な芝生の維持管理体制を構築する。 

カ 週案簿や保健日誌等の記録を学校運営に生かす。 

  

  ② 職務遂行 

ア 経営計画の具現化に向け、学年・学級・教科・生活指導・進路指導等の運営を、組織的・

計画的に進める。また、主幹教諭・必置主任に運営を任せ、進行管理に努める。 

イ 副校長が主催する毎朝の経営会議を充実させ、決定事項の確認や運営委員会での検討・確

認を受けながら、企画・提案を進め、月毎の職員会議で徹底する。 

ウ 分掌組織内での個々の役割を自覚し、責任をもって職務を遂行する。 

エ 個人や学年だけの考えにとらわれず、教職員全体で指導し、解決を図る雰囲気をつくる。 

オ 地域学校協働本部を立ち上げ、学校の働き方改革を踏まえながら、「チーム瑞中」として、

学校教育の限界を生徒指導の限界とせず、専門性や経験を有する人材、関係機関との連携を

図り、教師が授業（学習指導）に専念しやすい「チーム学校」を目指す。 

 

(10) 新型コロナウイルス感染症への適切な対応 

  ア 医療関係者や政治家にも先が読めない困難な状況下にあっても、生徒・教職員の健康を守 

   りながら、できるだけ質の高い学習機会を確保していく。 

  イ 行事の延期や中止など、柔軟に教育課程を変更、組み換えながら、可能な限り今年度の教

育内容を充実できるよう工夫する。 

  ウ 国のGIGAスクール構想に基づく生徒一人１台の端末（GIGAパソコン）の利活用を進め、万

が一の臨時休業に備えながら、有効な使い方を研究する。 

エ 一斉授業に代わるオンラインでの学習内容の配信やオンライン授業、反転授業について研

究し、実践する。 

 

 

 

  


